
１． はじめに

　外壁汚染の原因は自動車排ガス、工場煤煙など

の親油性塵芥の付着があるが、近年は、これらの

汚染物質が部分的に付着する雨筋汚れが大きな問

題となっている。この雨筋汚れを低減する方法と

して、塗膜面の親水化が有効な手段として用いら

れている。

　光触媒酸化チタンは、紫外線エネルギーにより

表面が親水化する作用と有機物を分解する作用を

持つ。

　本報では、酸化チタンを用いた水性光触媒塗料

（以下、光触媒塗料）と低汚染型水性ふっ素樹脂

塗料（以下、ふっ素塗料）の比較曝露試験の途中

経過について報告を行う。試験は汚染を加速させ

るため、各種シーリング材を貼付して行った。ま

た、併せて、光触媒塗料の塗膜劣化の有無につい

て評価を行った。

２． 実験

２．１ 試験体

２．１．１ シーリング材貼付試験体

　アルミ板を折り曲げ加工した基材に光触媒塗料

とふっ素塗料を塗分けた。養生後、各塗膜上に逆

ハの字型にシーリング材を成形した。シーリング

材の種類としては、ポリサルファイド、ポリイソ

ブチレン、シリコーン、変成シリコーンを用いた。

試験体の形状を図１に示す。

２．１．２ 塗膜物性評価用試験体

　塗膜物性評価用試験体（以下、塗板）として１

５０ｍｍ×６５ｍｍ×０．５ｍｍのステンレス板

に光触媒塗料とふっ素塗料を塗布した。

２．２屋外曝露

　試験体を（株）大林組技術研究所屋上（東京都

清瀬市）に平成１４年９月から曝露した。シーリ

ング材貼付試験体は南向き及び北向きに各１台づ

つ設置した。塗膜物性評価用の塗板は南向き３

５°に傾斜した暴露台に設置した。

２．３評価項目

２．３．１明度（△Ｌ）

　シーリング材貼付試験体について、曝露１０日、

１ヵ月、３ヵ月、６ヵ月後の明度（Ｌ値）測定を

行った。測定は光触媒塗料部分とふっ素塗料部分

について各々２点（ａ点、ｂ点）で行った。ａ点

は貼付したシーリングの直下７ｃｍであり、ｂ点

はａ点より中央に１０ｃｍずらした。

２．３．２親水性

　光触媒塗料、ふっ素塗料の塗板について、初期、

曝露１ヵ月、３ヵ月、６ヵ月後の水接触角の測定

を行った。

２．３．３白亜化度

　光触媒塗料の塗板について、曝露６ヵ月後の白

亜化度を評価した。試験体表面に湿潤させた印画

紙の黒面を載せ、白亜化試験機（ｺｰﾃｨﾝｸﾞﾃｽﾀｰ工業

製）を用いて 196.1Ｎの荷重をかけた。塗膜劣化

が発生していれば印画紙に劣化塗膜が付着する

（ＪＩＳ　Ｋ５４００）。

　

３．結果及び考察

３．１シーリング材貼付試験体の汚染推移

　南向き試験体の測定箇所ａ、ｂに関する△Ｌ値

推移をふっ素塗料について図２－１、２－２に、

光触媒塗料について図２－３、２－４に示す。

　ふっ素塗料の測定点ａはシーリング材の影響に

より汚染が極めて早く進む。シーリング材種類に

よる汚染の序列は、ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ<ﾎﾟﾘｲｿﾌﾞﾁﾚﾝ=変成ｼ

ﾘｺｰﾝ<ｼﾘｺｰﾝの順であり、試験６ヵ月後の△Ｌ値は

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞで約４程度、汚染の激しいｼﾘｺｰﾝでは２

０以上に達し、目視で確認できる明らかな汚染が

発生した（図２－１）。これに対し、光触媒塗料

の測定点ａは、初期（試験開始１ヵ月）に明度低

下が僅かに見られたが、３ヶ月後には回復し、６

ヵ月後の△Ｌ値はシーリング材種類を問わず０．

５以下と非常に小さかった（図２－３）。

　測定点ｂはシーリング材の影響が少ないため、

測定点ａより汚染速度が小さい。ふっ素塗料と比

較し光触媒塗料の汚染が小さい傾向は測定点ａと

同様で、曝露６ヶ月後のふっ素塗料の△Ｌ値が１

～１．５であった（図２－２）のに対し光触媒塗

料は０．５以下であった（図２－４）。
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　北向き試験体の測定箇所ａ、ｂも南向きの場合

と同様の汚染程度、汚染傾向を示しており、北面

においても光触媒塗料は汚染が少ないことを確認

した。

　最も汚染が大きかったｼﾘｺｰﾝｼｰﾘﾝｸﾞ材を貼付し

た試験体の曝露 6ヶ月後の写真を図 3に示す｡

３．２親水性推移

　ふっ素塗料塗板、光触媒塗料塗板の水接触角の

推移を図４に示す。

　ふっ素塗料の接触角は初期８０°くらいで、１

ヶ月後に６０°に低下し、その後も４０～６０°

で推移するのに対し、光触媒塗料は初期は撥水性

であるが、１ヵ月後は接触角が５°以下の超親水

性状態になり、その後も継続維持された。

３．３白亜化度

　光触媒塗料塗板（６ヵ月経過）の白亜化試験を

行った。劣化塗膜の付着等は見られず、試験体表

面が正常であることを確認した。また､有機物分解

力を測定したところ初期の性能が維持されること

を確認した。

４．まとめ

　各種ｼｰﾘﾝｸﾞ材を貼り付けた試験体を曝露し、水

性光触媒塗料と低汚染型水性ふっ素樹脂塗料の防

汚性能を比較試験した結果、以下の点を確認した。

・ 光触媒塗料はふっ素塗料と比較し、優れた防汚

性を示した。光触媒塗料の防汚性能は汚染負荷

の高いシーリング材近傍においても発揮された。

防汚性能の差は塗膜面の親水性能の差異（光触

媒塗料５°以下、ふっ素塗料４０～６０°）に

よるものと考えられる。

・ 曝露試験６ヵ月において、光触媒塗料の白亜化

などによる塗膜劣化は見られなかった。

　今後も、光触媒塗料についての継続評価を行な

い、塗膜の耐久性も含めた確認を実施していく。
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図 2-3　光触媒塗料試験体の汚染推移（測定点ａ）

図 2-2　ふっ素塗料試験体の汚染推移（測定点ｂ）
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図 2-4　光触媒塗料試験体の汚染推移（測定点ｂ）
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図 2-1　ふっ素塗料試験体の汚染推移（測定点ａ）
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図３　ｼﾘｺｰﾝｼｰﾘﾝｸﾞ材試験体
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図 4　親水性能の推移
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